PC98-NX シ U - ズ NEC 

Versa Pro/Versa Pro J 

はじめにお読み < ださい 

モバイルノート(大画面タイプ） 

(Windows XP Professional インス I -- ルモデル） 

(Windows XP Home Edition インス!ルモデル） 


操作の流れ 


お買い上げいただき、まことにありがとうございまず。 

個包箱を開けた5、まず本書の手順通りに操作してください。 

本書では、特にことわりのない場合 、 Windows XP Professiona しおよび Windows XP 
Home EcHtion を総称して 、 Windows XP と表言己しまず。 

なお本書に記載のイラストはモデルによりをか異なりまず。 

の型番を控える . 2 

本製品の型番を控えます。 

の添付品の確認 . 9 

不足しているものや、破損しているをのびないかを最初に確認します。 

使用場所の決定..… ..... 12 

使用ずる場所をまめます。 

の添付品の接続 . 14 

使い始めるのに必要な機器を接続します。接続する前には、必ず添付の『安全にお使いい 
ただくために』をお読みください。 


[5 ] Windows のセットアップ ..... 17 

初めて電源を入れるときには、 Windows をセットアップします。 

[6 1 ぉ客様登録 ......... ....26 

お客様の登録をします。 

0 マニュアルの使用ち法 .......... .27 

添付されているマニュアルの使いちについて説明していまず。 

0使用ずる環境の設定と上手な使いち ... 30 

使用ずる環境や運用、管理する上で便ネリな機能を設定しまず。 


0 付録機能一覧..... .................. 

各機種の仕様を一覧表にまとめています。 
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T ) 型番を控ぇる 


型番を控える 


栖包箱の ステッカー じ記載されている スマー トセ レ クショ ン 型番 （15 巧の型番で 
す）、または フリーセレ クショ ン 型番 （フレーム 型番と コンフイグオ プショ ン 型番） 
を、この マニュアル じ控えておきます。型番は添が品の確認や、再セットアップをす 
るときじあ要じなりますので、あず控えておくようじしてください。 


フリーセレクション型番の場合は、型番を控えておかないと、個包箱をなくした場合に再 
セットアップに必要な情報が手元に巧りません。 



左が 「スマートセレクシ ョ ン 型番」、右 力;「フリーセレクシ ョ ン 型番」 のステッカーで 
す。 

スマー トセレクション 型番の ステッカーの 場合は、「スマー トセレクション 型番を控 
える」 へ、フリーセレクション 型番の ステッカーの 場合は、 P .5 「フリーセレクション 
型番を控える」へ進んでください。 


スマー トセレクション型番を控える 


スマートセレクション型番を控えます。控え終わったら、 p .9「2 添が品の確認」へ進 
んでください。 

1. スマートセレクション型番を次の枠に控える 



VXXXX/XX modal X)pOOC 

■[ 班： PC-VXXXXXXXXXXXli^^^_^_^^^^^_ 

111111111111111111111 AKdddd 


スマートセレクシヨン型番 


PC-V 


0 0 6 

〇 © © © 0 







L 






U 


型番を控える 










































□の意味はホの通りです。 


〇モデルの種類を表しています。 


ゾ 

型番 

モデル 


Y 

VersaPro 


J 

VersaPro J 


© CPU のクロック周波数の種類を表しています。 


ゾ 

型番 

クロック周波数 


13 

1.30 GHz 


17 

1.73 GHz 


© CPU の種類を表しています。 


ゾ 

型番 

CPU 


F 

インテル® Pentium ® M 


M 

インテル⑨ Celeron ⑥ M 


〇ディスプレイの種類を表しています。 


ゾ 

型番 

ディスプレイ 


V 

14.1 型 SXGA + あ晶ディスプレイ 


X 

14.1 型 XGA あ晶ディスプレイ 


©インストール OS 、 選択アプリケーンヨンの種類を表しています。 


ゾ 

型番 

インストール OS 

選択アプリケーション 


E 


なし 


H 

Windows XP Professional 

Office Professional Enterprise 2003 


J 


Office Personal 2003 


S 


Office Professional Enterprise 2003 


U 

Windows XP Home Edition 

なし 


W 


Office Personal 2003 


型番を控える 





































0FDD、CD-ROM を、マウスの種類を表しています。 


ゾ 

型番 

FDD 

CD-ROM 系 

マウス 


A 


CD-ROM 

なし 


C 

FDD 

ホセンサ- USB マウス 


J 


なし 


L 



光センサ- USB マウス 


R 


CD - R/RW with DVD-ROM 

なし 


S 

なし 


光センサ- USB マウス 


T 





U 

FDD 

CD-ROM 

USB マウス 


X 

CD - R/RW with DVD-ROM 



1 



なし 


4 

なし 

CD-ROM 

USB マウス 


7 



ホセンサ- USB マウス 


©合計メモリ、通信機能の種類を表しています。 


ゾ 

型番 

合計メモリ 

通信機能 


W 

256MB (オンボード 256MB) 

LAN& 無線 LAN (IEEE 802.1 la 化/ g) 


2 

51 2MB (オンボ-ド 256MB+256MB) 

LAN 


4 

256MB (オンボード 256MB) 


5 

768MB (オンボ-ド 256MB+512MB) 


©ハードディスクの容量、再セツトアップ用媒体の種類を表しています。 


ゾ 

型番 

ハードディスク容量 

巧セットアップ用媒体 


H 

40 GB 



J 

60 GB 

イメージを HDD に格納 


L 

80 GB 


U 

40 GB 

巧 +»、、， k マ 、，/ -7 。田 。 n . D 〇 IV/I :モ 


V 

60 GB 

ィ寸 


w 

80 GB 


z 

40 GB&SecurePack 
( InfoCage / モバイル防御付） 

巧セットアップ用バックアップ 
イメージを HDD に格納 


※上記の〇~0のすべてのを且み合わせがま現できているわけではありません。 


な上で型番を控えるは完了です。 

ホに p .9「2 添付品の確認」へ進んでください。 


型番を控える 

















































ン型番を控える 


フレーム 型番と コンフィ グオプショ ン 型番を控えます。控え終わったら、 p .9「2 添 
付•品の確認」へ進んでください。 


1. フレーム型番を次のチェック表にチェックする 



フレーム型番 


〇 © © 〇 © 

pc-vnmninnu 


□の意味はホの通りです。 


〇モデルの種類を表しています。 


ゾ 

型番 

モデル 


Y 

VersaPro 


J 

VersaPro J 


0CPU のクロック周波数の種類を表しています。 


ゾ 

型番 

クロック周波数 


13 

1.30 GHz 


17 

1.73 GHz 


©CPU の種類を表しています。 


ゾ 

型番 

CPU 


F 

インテル® Pentium ® M 


M 

インテル⑩ Celeron ⑥ M 


〇ディスプレイの種類を表しています。 


ゾ 

型番 

ディスプレイ 


V 

14.1 型 SXGA + あ晶ディスプレイ 


X 

14.1型 XGA 液晶ディスプレイ 


型番を控える 






































©インストール OS の種類を表しています。 


ゾ 

型番 

インストール 0 S 


E 

Windows XP Professional 


U 

Windows XP Home Edition 


2 .コンフイ グオプシヨン型をを々のチェック表にチエックする 



コンフイグオプション型を 


ホのコンフイグオプション拟降 XOP と略します)型番は、どのモデルにもあ須で 
ステッカーじは必ず記載されている遠択必須と遠択したモデルやオプションじよっ 
てステッカーじ記載される遠択任意があります。また、ステッカーじ記載されている 
COP 型番は順不同になっています。 

COP 型番に記載されている英数字の意味はホの通りです。 

OPC - N - HD [ IDOH 、 PC - J - HDnn [] H はハードディスクを表しています(選択必 

須）。 


ゾ 

型番 

バードディスク 


F 40 

40 GB 


F 60 

60 GB 


F 80 

80 GB 


@ pc - N - BAnnoH 、 pc - j - BAnnoH はバッテリパックを表しています懼択必 

須）。 


ゾ 

型番 

バッテリパック 


LL 1 

リチウムイオンバッテリ 


しし 2 

リチウムイオンバッテリ&セカンドバッテリパック 


© PC - N - MBDnnH . PC - J - MBnnDH は合計メモリを表しています(選択任意)。 
選択しなかった場合は、 256 MB (オンボード 256 MB ) じなります。 


ゾ 

型番 

合計メモリ 


L 28 

1280 MB DDR 2 SDRAM (オンボード 256 MB +1024 MB ) 


L 51 

512 MB DDR 2 SDRAM (オンボ—ド 256 MB +256 MB ) 


L 76 

768 MB DDR 2 SDRAM (オンボード 256 MB +512 MB ) 


型番を控える 
































OPc - N - cDnnoH 、 pc - j - cDnnnH は cd - rom をを表しています(選択任意)。 
選択しなかった場合は CD レスモデルじなります。 


ゾ 

型番 

CD-ROM 系 


LCD 

CD-ROM 


LDS 

DVD スーパーマルチドライブ 


LRD 

CD - R/RW with DVD-ROM 


© pc - N - NEnnoH ' c - j - NEnnoH は通信機能を表しています(選択任意)。 


ゾ 

型番 

通信機能 


し3し 

無線 LAN ( IEEE 802.11 a / b / g ) 


© PC - n - FDFDDH は FDD を表しています(選択任意)。 
選択しなかった場合は、 FD レスモデルじなります。 


ゾ 

型番 

FDD 


N 、 または J 

USB FDD 


© PC - N - APlUniZIlIkPC - J - AP □□□□は選択アプリケーシヨンを表しています 
(選択任意)。 


ゾ 

型番 

選択アプリケーション 


LSEH 

Office Personal 2003 


SPEG 

Office Professional Enterprise 2003 


© pc - N - PD [ inaii 、 pc - j - PD □□□□はマウスを表しています（選択任意)。 


ゾ 

型番 

マウス 


MULH 

光センサー USB マウス 


MUSF 

USB マウス 


© pc - N - azazDhkPc - j - azDizoH はセキュリティ機能を表しています懼 
択任意)。 


ゾ 

型番 

セキュリティ機能 


FPLXE 

内蔵指紋センサ（ライン型） 


SCBMP 

SecurePack ( InfoCage / モノくイレ防御付） 


型番を控える 
































⑩ PC - N -2 H [][ OH 、 PC - J -2 HnnOH はセカンドハードディスクを表しています 

(選択任意)。 


ゾ 

型番 

セカンド A - ドディスク 


D 40 

40 GB 


D 60 

60 GB 


D 80 

80 GB 


E 40 

40 GB(StandbyDisk 付） 


E 60 

60 GB(StandbyDisk 付） 


E 80 

80 GB(StandbyDisk 付） 


ffl pc - N - Bc nnn H 、 pc - j - ecnnnH は再セットアツプ用媒体を表しています(選 
択任意)。 


ゾ 

型番 

再セットアップ用媒体 


LXP 

再セットアップ用 CD-ROM (Windows XP Professional モデル専用） 


LXH 

再セットアップ用 CD-ROM (Windows XP Home Edition モデル専用） 


※上記の〇~⑩のすべてのを且み合わせがま現できているわけではありません。 


が、上で型番を控えるは完了です。 

ホのページの「2添が品の確認」へ進んでください。 


型番を控える 




















回 添付品の確認 


添付品を確認する 


楠包箱を開けたら、まず添が品が揃っているかどうか、このチェックリストを見なが 
ら確認してください。で 一、 添が品が足りな t >場合や破損していた場合は、すぐじご 
購入元にご連絡ください。 


個包箱には、このチ王ックリストに記載されていないま意書きの紙などが入っている 
場合がありますので、本機をご使用いただく前に必ずご一読くださし、。また、紛失しな 
いよう、保管には充分気をがけてください。 

本機を箱から取り出すときは、マニュアル類が入っている面が下になるように、箱を置 
き直してください。 


〇箱の中身を確認する 

P.2 のし P.5 の1または P.6 の2の型番を参照すると、よりわかりやすくなります。 

[ 1 は' 各々1つじパックされています。 

□イ呆証書(本体捆包箱に貼り付けられています） 

保証書は、ご購入元で所定事項をご記入の上、お受け取りじなり、保管してくだ 
む、。保証期間中じで一故障した場合は、保証書の記載内容にもとづ t ヴ修理 
いたします。保証巧商後の修理じつV >ては、ご購入元、または当社指定のサービ 
ス窓口じご巧談ください。修理じよって機能が維持できる場合は、お客様のご 
要望じより有償修理いたします。 

□はじめにお読みください（このマニュアルです） 


モバイルノート（大画面タイプ) 


□本が UAC アダプタ □電源コード 



添付品の確認 














□ソフトウェアのご使用条件（おぎ様へのお願い） 

(箱の中身を確認後必ずお読みください） 

□ソフトウェア使用条件適用一覧/添付ソフトウェアサポート窓口一覧 
(箱の中身を確認後必ずお読みください） 

□アプリケーシヨン CD - ROM / マニュアル CD-ROM 
□セキュリティチップユーティリティ CD-ROM 

(Windows XP Professional モデルの場合添付） 

□ま全にお使いし、ただくために 
□活用ガイド再セットアツプ編 
□保証規定&修理に関するご案内 



——アプリケーションを選択した場合添付- 

□選択アプリケーション 

Microsoft ® Office Personal Edition 2003、または 
Microsoft ® Office Professional Enterprise Edition 2003 

添が品は、選択アプリケーンョンに添がのマニュアルをご覧ください。 

( p .31- みまたは P .7 2-が選がアプリケーンヨンの種類がわ力、ります) 



マウスを選択した場合添付 


□マウス 



-再セットアップ用媒体を選択した場合添が 

□再セットアップ用 CD-ROM 



- CD - ROM 系の種類が CD - R/RW with DVD - ROM 、 または 
DVD スーパーマルチドライブを選択した場合添付 
□WinDVD CD-ROM / RecordNow / DLA CD-ROM 


セカンドハードディスクを選択した場合添付 


□セカンドハードディスク 




セカンドハードディスクで S ね ndbyDisk 付を選択した場合添か 
□StandbyDisk 2000 -XP Pro v 3 CD-ROM 
□ユーザー 登録書（シリアル番号の記載があります） 


添イ寸品の確認 


























































©本体にある型を、製造番号とイ呆証書の型番、製造を号が一致していることを確認 
する 


PC-VX XXX -xx 


万一違っているときは、すぐにご購入元にご連絡ください。また保証書は大切に 
保管しておいてください。 

なお、 フリーセレ クショ ン 型番の場合は、 フレーム 型番のみが表示されています。 


JiLh で添付品の確認は完了です。 

ホのページの「3使用場所の決定」へ進んでください。 


添付品の確認 











































の 使用場所の決定 


使用場所をまめる 


〇使用に適した場所 

使用に適した場所は次のような場所です。 

♦屋内 

♦ 温度5た〜35じ、湿度20 %〜80 % ( ただし結露しないこと） 

♦平らで十分な強度があり、’落下のおそれがない(机の上など） 

X 使用に適さない場所 

ホのような場所では使用しないでくださ I 、。本磯の故障や破損の原因となります。 

♦磁気を発生するもの(扇風機、スピーカなど）や磁気を帯びているものの近く 
♦直射日光があたる場所 
♦暖房機のあく 
♦薬品や液体のおく 

♦腐食性ガス（オゾンガス）などが発生する場所 

♦テレビ、ラジオ、コードレス電話、携帯電話、他のデイスプレイなどの近く 
♦ 人通りがをくてぶつかる可能せがある場所 
♦ ドアの開け閉めで、ドアが当たる場巧 
♦ホコリが多い場巧 

♦本機底面または側面にある通風孔がふさがる場所 
♦テレビ、ラジオなどと同じ AC コンセントを使う場所 


使用場所のホ定 





使用場所がままったら…… 

使用場所が決まったら、本磯の使用と添付•品の接続を斤うため、ホの点を確認してく 
ださい。 

-本機は精密機器ですから、慎重に取り扱ってくださ I 、。吉 L 暴な取り扱いをすると、 
故障や破損の原因となります。 

本機を移動するときは…… 

本機に接続している、全てのケーブル、コード健源コードなど）を取り外してくださ 
い。本機を持ろ上げるときは、左をから手を入れて底面を持ってください。また移勤 
中に、壁などじぶつけたりすると故障や破損の原因となりますので、大切に取り扱っ 
てください。 


J ^<(上で使用場所の決定は完了です。 

ホのページの「4添が品の接続」へ進んでください。 


使用場所の;モ定 


13 








互測品の接続 


接続するときのを意 


LAN ケーブル(別売）は接続しなし、、無線 LAN 機能はオフにする 

LAN ケーブルは、本機を安全にネットワークに接続させるため、 Windows のセッ 
トアップ、ファイアウォールの設定を終了させてから接続するようじしてください。 
また、無線 LAN モデルをお使いの場合は、無線 LAN 機能がオフになっていること 
を確認してください。 

添付品の接続をするときは、コネクタの端子に触れない 

故障の原因となります。 


添付品の接続方法 


1.バッテリパックを取り付ける 
〇本機を裏返す 

0バッテリイジェクトロックを矢印の方向にスライドさせ、ロックを解除する 



添付品の接続 











©本機にバッテリパックを取り付ける 

バッテリパックのツメと本体のガイドを合わせ、カチッと音がするまでしっか 
り取りがけてください。 

取りがけるときは、バッテリパックの向きに注意してください。 




©バッテリイジェクトロックをミ印の方向にスライドさせ、バッテリパックをロッ 
クする 



2. AC アダプタを取り付ける 


ご購入直後は、バッテリ駆動ができないことや動作時間が短くなること、バッテリ残量 
が正しく表示されないことがあります。 

必ず、フル充電してから使用してください。 

Windows のセットアップが終わるまで、 AC アダプタを抜かないでください。 


〇本機ホ側面の DC コネクタ （=) に、 AC アダプタ (PC-VP-BP20-01) を差し込む 
©電源コードを AC アダプタに接続する 


添付品の接続 























贷電源コードのもう一方のプラグを壁などのコンセントに差し込む 

AC アダプタを取り讯ナると、自動的にバッテリの充電が始まり、バッテリ充電ラ 
ンプ(口）が青色に点灯します。 

バッテリがフル充電されるとバッテリ巧電ランプ(亡 □) が'?肖灯します。 

バッテリの充電状態じよつてはバッテリ充電ランプ(亡 □) が点灯しな t 、場合があ 
ります。これはバッテリカ';95%た(上充電されているためです。 



(上で添付品の接続は完了です。 

ホのページの「5 Windows のセットアップ」へ進んでください。 


添付品の接続 



凹 


Windows のセットアップ 


初めて本機の電源を入れるときは、 Windows セ’ソトアップの作業が必要です。 


ットアップをするときのを意 


-周辺機器は接続しない 

この作業が終わるまでは、「4添付•品の接続」で接続した機器た(外の周辺機器(プ 
リンタや増設メモリなど）の取りがけを絶巧に斤わないでください。これらの周 
辺機器を本機と一緒じご購入された場合は、先にに Windows のセットアップ」 
力>ら「8使用する環境の設定と上手な使い方」の作業を斤った後、周辺磯器に添 
付 •のマニュアル を読んで接続や取りがけを斤ってください。 

- LAN ケーブル(別売）は接続しなし、、無線 LAN 機能はオフにする 
LAN ケーブルは、本機を安全にネットワークに接続させるため、 Windows のセッ 
トアップ、ファイアウォールの設定を終了させてから接続するようじしてください。 
また、無線 LAN モデルをお使 I 、の場合は、無線 LAN 機能がオフになっていることを 
確認してください。 

. 途中で電源を切らない 

作業の途中では絶巧に電源を切らないでください。作業の途中で、電源スイッチ 
を操作したり電源コードを引き抜いたりすると、故障の原因じなります。途中で 
画面が止まるようじ見えることがあっても、セットアッププログラムは動作して 
いることがあります。故障ではありませんので、慌てずに手順通り操作してくだ 
さい。 

•セットアップ中は巧置しない 

Windows のセットアップが I 《了し，いったん電源を切るまで、セットアップ中で 
キー操作があ要な画面を含み、本機を長時間放置しないでください。 

障害が発生した場合や誤って電源スイッチを押してしまった場合は、 P.21 「セット 
アップ中のトラブルが策」をご覧ください。 


ットアップを始める前の準備 


Windows セットアップ中に本磯を使う人の名前を入力するあ要があります。登録す 
る名前を決めておいてください。 
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電源を入れる 


〇本機のふたを開ける 

ロックレバーをちにスライドさせたまま、ふたを持ち上げます。 



@本機の電源を入れる 



ットアップの作業手順 


が降は、お買い上げいただいたオペレーティングシステ厶に従って、次の「1 . Windows 
XP Professional のセットアップ」、または p . 20「2. Windows XP Home Edition の 
セットアップ」じ進んでください。 

また、 Ghost については、「アプリケーション CD - ROM / マニュアル CD - ROM 」 内の 
「 Ghost . txt 」 をご覧ください。 

1 .Windows XP Professional のセットアップ 

Windows XP Professional のセットアップを開始します。 


-これな降は、セットアップの作業が完了するまでは、電源スイッチに跑巧に手を軸れな 
いでください。セットアップが完了する前に電源を切ると、ほ障の原因になります。 

• [Microsoft Windows へようこそ」画面が表示されるまで時間がかかります。しばら 
くお待ちください。 

-手順 ④一⑦ の設を方法についてはネットワーク管 i 里をにお問い合わせください。 
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O[Microsoft Windows へようこそ」画面が表示されたら、「次へ」ボタンをクリッ 
ク 

© r 使用許諾契約」面面を確認する 

W をクリックする力>、キーボードのに a 呂 eDown 】 を押すと、「契約書」の続きを読 
むことができます。 

©内容を確認後、「同意します」をクリックし、 r ; 欠へ」ボタンをクリック 

(同意しない場合セットアップは続斤できません） 

or コンピユータを保護してください」面面が表示されたら、 r 自動更新を有効にし、 
コンピユータの保護に役立てます丄または r 後で設定します」を選択し、 r 次へ」ボ 
タンをク U ック 

@ r コンピユータに名前を付けてくださし、」面面が表示されたら、名前を入力し、「次 
へ」ボタンをクリック 

© 「管理者/《スワードを設をしてくださし、」面面が表示されたら、管理者/ {スワード 
を入力し、 r 次へ」ボタンをクリック 

©にのコンピユータをドメインに参加させますか？」面面が表示された場合は、「い 
いえ丄または r はい」を選択し、 r 次へ」ボタンをクリック 

© r インターネットを確認しています。」面面が表示された場合は、 r 省略」ボタンを 
ク U ック 

©「 Microsoft にユーザー登録する準備はできましたか？」画面が表示された場合 
は、「いいえ、今回はユーザー登録しません」を選択し、 r 次へ」ボタンをクリック 

⑩ r このコンピユータを使う ユー ザーを指定してください」面面が表示されたら、 
ユーザ 名を入力し、 r 次へ」ボタンをクリック 


ユーザ名を入力しないと、次の操作に進むことはできません。なお、ここで入力した「ユー 
ザー1」の内容が、 r システムのプロパティ」の「使用者」として登録されます。 r 使用者」は 
セットアップが完了した後には変更できません。変更するには巧セットアップが必要です。 


の r 設定が完了しました」画面が表示されたら 、r 完了」ボタンをクリック 

途中で何度か画面が変わり、デスクトップ画面が表示されるまでしばらくかかり 
ます。 


Windows XP Professional のセットアップが終了したら 、 p . 21「電源を切る」の手順 
じ従い、必ず一度電源を切ってください。 


Windows のセットアップ 
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2. Windows XP Home Ed け ion のセットアップ 

Windows XP Home Edition のセットアップを開始します。 


-これ《降は、セットアップの作業が完了するまで、電源スイッチに絶巧に手を触れない 
で < ださい。セットアップが完了する前に電源を切ると、故障の原因になります。 

• [Microsoft Windows へようこそ」画面が表示されるまで時間がかかります。しばら 
くお待ちください。 

-手順④、⑥の設定方法についてはネットワーク管理をにお問いをわせください。 


〇 [Microsoft Windows へようこそ」面面が表示されたら、「次へ」ボタンをクリッ 
ク 

0「使用許諾契約」面面を確認する 

V をクリックする力>、キーボードのに a 呂 eDown 】 を押すと、「契約書」の続きを読 
むことができます。 

© 内容を確認後、「同意します」をクリックし、 r 次へ」ボタンをクリック 

(同意しない場合セットアップは続行できません） 

〇「コンピュータを保護してくださし '」面面が表示されたら、 r 自動更新を有効にし、 
コンピュータの保護に役立てます」、または r 後で設定します」を選択し、 r 次へ」ボ 
タンをク U ック 

© r コンピュータに名前を付けてくださし、」面面が表示されたら、名前を入力し、「次 
へ」ボタンをクリック 

0 r インターネットを確認しています。」面面が表示された場合は、 r 省略」ボタンを 
ク U ック 

©「 Microsoft にユーザー登録する準備はできましたか？」面面が表示された場合 
は、 r いいえ、今回はユーザー登録しません」を選択し、 r 次へ」ボタンをクリック 

© r このコンピュータを使うユーザーを指定してくださし、」面面が表示されたら、 
ユーザ名を入力し、 r 次へ」ボタンをクリック 


ユーザ名を入力しないと、次の操作に進むことはできません。なお、ここで入力した「ユー 
ザー1」の内容が、 r システムのプロパティ」の r 使用者」として登録されます。 r 使用者」は 
セツトアップが完了した後には変更できません。変更するには再セツトアップが必要です。 
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0 r 設定が完了しました」画面が表示されたら 、 r 完了」ボタンをクリック 

途中で何度か画面が変わり、デスクトップ画面が表示されるまでしばらくかかり 
ます。 

Windows XP Home Edition のセットアップが終了したら、次の「電源を切る」の手 
順に従い、あず一度電源を切ってください。 


電源を切る 


ホの手順で正しく電源を切ってください。 

or スタート」ボタンをクリックし、 r 終了オプション」をクリック 

0「電源を切る」ボタンをクリック 

自動的に電源が切れます。 

上で' Windows のセットアップは完了です。 

本機を安全にネットワーク接続するためじ、セキュリティ環境の更新を斤います。 
P .23 「 LAN ケーブルの接続」へ進んでください。 


ットアップ中のトラブル対策 


電源スイッチを巧しても電源が入弓ない 


.電源コードの接続が不完全であることが考えられるので、一度電源コードをコン 
セントからなき、本機と AC アダプタ、 AC アダプタと電源コードがしっかり接続 
されていることを確認してから、もう一度電源コードをコンセントに差し込む 

電源コードを接続し直しても電源が入らない場合は、本機の故障が考えられます 
ので、ご購入元にご巧談ください。 

セツトアップの面面が表示されない 


初めて本機の電源を入れたときじ、 「 Press ^ l>to resume ,< F 2 >to Set 叩」または 
「〈 F いキーを押すと継続、 〈 F 2> キーを押すとセットアップを起動します。」とま示さ 
れた場合は、ホの手順じ従ってください。 

0【 F 2】 を押す 

BIOS セットアップユーティリティが表示されます。 

0 【 F 5】 、 [ F 6] で時間 (24 時間形式)を設定し [ ENTER ] を巧す 

時刻の値は数字キーでも入力できます。 
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©同樹こ時、々、秒、月、日、年(西風を順に設定する 

言語を日本語に設定している場合は、時、分、执年牺暦)、巧、日の順に設定しま 
す。 


0【 F 9】 を巧す 

セットアップ確認の画面が表示されます。 

©「 Yes 」 を選び、 [ ENTER ] を巧す 

BIOS セットアップユーティリティが表示されます。 

0【 F 1 O 】 を押す 

セットアップ確認の画面がま示されます。 

©「 Yes 」 を選び、 [ ENTER ] を巧す 

BIOS セットアップユーティリティが終了し、 Windows が自動的に再起動します。 
この後は、 P . 18「セットアップの作業手順」をご覧じなり、作業を続けてください。 

セツトアップのを中で、誤って電源を切ってしまった 


• 電源を入れて、表示される面面をチェックする 

CHKDSK がま斤され、ハードディスクじ異常がな t 、ときは、セットアップを続斤 
することができます ( CHKDSK はま斤されな V >場合もあります)。 

セットアップが正常に終了した後は問題なくお使いいただけます。エラーメッ 
セージが表示された場合は、 システム を起動するための ファイル じ何らかの損傷 
を受けた可能性があります。この場合, Windows は起動しません。 Windows を再 
セットアップする力>、ご購入元にご巧談ください。 

再セッ ト アップじついては、『活用ガイド再セットアップ編』をご覽ください。 


セットアップの途中でパソコンが反応しない、またはエラーメッセージが表示された 

. パソコンが反応しなかったり、 エラーメッセー ジが表示された場合は、 メッセー 
ジを書き留めた後、本機の電源スイッチを4秒な上巧して強制的に終了する 

いったん電源を切った後で、電源を乂れ直す場合は、電源を切ってから5秒^1^(上間 
隔をあけて電源を入れてください。その歡上記の「•電源を入れて、表示される画 
面をチェックする」をご覧ください。 

本機を安全にネットワーク接続するためじ、セキュリティ環境の更新を斤います。 
ホのページの 「 LAN ケーブルの接続」へ進んでください。 
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LAN ケーブルの接続 


1. 本機をを全にネットワークに接続するために 

コンピュータウイルスやセキュリティ上の脅威を避けるためじは、お客様自身が本 
機のセキュリティを意識し、常に最新のセキュリティ環境に更新するあ要がありま 
す。 

LAN ケーブル(別売)、および無線 LAN などを使用して本磯をを全にネットワークに 
接続させるためじ、のが策を斤うことを強く推奨します。 


稼働中のローカルエリアネットワークに接続する場合は、ネットワーク管理者の指示に 
従って LAN ケーブル、および無線 LAN などの接続を巧ってください。 


〇ファイアウォールの利用 

コンピュータウイルスの中には、ネットワークに接続しただけで感染してしまう 
例も確認されていますので、ファイアウォールを利用することを推奨します。 

Windows XP Service Pack 2では標準で 「 Windows ファイアウォール」磯能が有 
効になっています。 

「 Windows ファイアウォール」じつ V 、て、詳しくは Windows の「ヘルプとサポート」 
をご覧ください。 

©Windows Update 

最新かつ重要なセキ ュ りティの更新情報が提供されて t 、ます。ネットワークじ接 
続後, Windows を最新の状態(こ保つためじ , Windows Update で「優先度の高い更 
新プログラム」の更新を定期的に実施してください。 

Windows Update じついて、詳しくは Windows の「ヘルプとサポート」をご覧くだ 
さい。 


©ウイルス対策アプリケーシヨンの利巧 


本機にはウイルスを検査.駆除するアプリケーション（ウイルススキャン）力すア 
プリケーション CD - ROM / マニュアル CD - ROM 」 じ添付•されています。 

コンピュータウイルスから本機をずるためじ、ウイルススキャンをインストール 
することを推奨します。 

ウイルススキャンはインストールした環境のまま使用し続けた場合、+々なタカ果 
は得られません。日々発見される新種ウイルスじ巧応するためウイルス定義 
( DAT ) ファイルを最新の状態じするあ要があります。 


ウイルス定義 ( DAT ) ファイルの無償提供期間は登録後90日間です。 
引き続きお使いになる場合は、継続利用のお申し込み馆償)が必要です。 


Windows のセットアップ 
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ウイルススキャンじついて、詳しくは『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリ 
ケーションの 概要と削除/追加」 の「ウイルススキャン」を ご覧く ださい。 


因国 

Windows XP のセキュリティ機能 (Windows セキュリティセンター）では、 Win- 
dows フアイアウ ォ ール、 Windows Update の自勤更新、ウイルス巧策アプリケー 
ションが有タカになっているかどうかをリアルタイムで監査し、無タカになっている 
場合は画面に警告を表示します。 

LAN ケーブルを接続する場合は、次の巧. LAN ケーブル(別売）を接続する」へ進んで 
ください。 

2. LAN ケーブル(別売）を接続する 

あ要に応じてホの接続を斤ってください。 

LAN ( 口ーカルエリアネットワーク）じ 接続するときは、 LAN ケーブル (別売）を使い、 
次の手順で接続します。 


稼働中の LAN に接続する場合は、ネットワーク管理者の指示に従って LAN ケーブルの接 
続を巧ってください。 


〇本機の電源を切り丄 AN ケーブルのコネクタを、本機側面のアイコン(品）に従つ 
て接続する 


©ハブなどのネットワーク機器に丄 AN ケーブルのもう一方のコネクタを接続し、 
本機の電源を入れる 


上で LAN ケーブルの接続は完了です。 

スマートセレクシ ョ ン 、および フリーセレクシ ョ ンで 、 Office Personal 2003、およ 
び Office Professional Enterprise 2003 を 選択した場合は、次のページの 
[Microsoft® Office 2003 Service Pack 1 をインスト ー ルする （Office 2003 モデル 
のみ)」へ進んでください。その他の場合は p .26「6 お客様登録」へ進んでください。 
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Microsoft ® Office 2003 Service Pack 1 をインスト—ルする (Office 2003モデルのみ) 


Office Personal 2003モデル、または Office Professional Enterprise 2003モデル 
をお使いの方は、電子 マニュアル （『活用ガイド ソフ トウ ュア 編』の 「アプリ ケーショ 
ンの概要と削除/追加」の 「Office Personal 2003」の 「Office 2003 SP し Home Style " 
SPl の追加」、または 「Office Professional Enterprise 2003」の 「Office 2003 SPl の 
追加」）をご覧じなり、それぞれ必要な Service Pack 1 をインストールしてください。 

因国 

. 電子 マニュアルの 参照方法 じついては、 p .27「7 マニュアルの 使用方法」 の 「電子 
マニュアルの 使用方法」 を ご覧く ださい。 

. インストールの途中で 「Office Personal 2003 」、 「Home Style +」、 または 「Office 
Professional Enterprise 2003」の CD - ROM が必要じなる場合があるので、あら 
かじめ用意しておいてください。 


な上で、 Microsoft ® Office 2003 Service Pack 1 のインストールは完了です。 
次のページの「6お客様登録」へ進んでください。 
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互ぉ韻 

本製品のお客様登録は虹 ternet Explorer の「お気に入り」 メニュー じある 「NEC 8番 
街 ( お客様登録)」からインターネットじよる登録を斤ってください(登録料、会費は 
無料です)。 

因国 

- VersaProJ をお使いの場合は、デスクトップじある 「NEC 8ま街(お客様登録)」か 
らでも登録することができます。 

- Microsoft 社に巧するユーザー登録は、「ユーザー登録ウィザード」で斤うことが 
できます。「スタート」ボタン-►「ファイル名を指定してま斤」を遠択し、「名前」じ 
[regwiz /r」 と入力してください。ユーザー登録じついての詳細は「ヘルプとサ 
ポート」、または Windows のヘルプをご覧ください。 


が、上でお客様登録は完了です。 

ホのページの「7マニュアルの使用方法」へ進んでください。 
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回 マニュアルの使用方法 

本機に添付、または CD-ROM (「アプリケーション CD - ROM / マニュアル CD - ROM 」） 
じ格納されているマニュアルを紹介します。目的じあわせてお読みください。また、 
マニュアル類はなくさないようじご注意ください。マニュアル類をなくした場合は 
『活用ガイドソフトウェア編』の「トラブル解決 Q & A 」 の「その他」をご覧ください。 


マニュアルの使用方法 


※印のマニュアルは、 [ VersaPro/VersaPro J 電子マニュアル」として「アプリケー 
ション CD - ROM / マニュアル CD - ROM 」 じ入っています。 「 VersaPro/VersaPro J 電 
子マニュアル」の使用方法じつ t >ては、 P .28 「電子マニュアルの使用方法」をご覧くだ 
さい。 

♦『安全にお使いいただくために』 

本機をを全にお使い t 、ただくための情報を記載しています。使用する前じあずお 
読みください。 


• 『活用ガイド再セットアップ編』 

本機のシステムを再セットアップするときじお読みください。 

♦『活用ガイドハードウェア編モパイルノート（大画面タイプ)』 《 

本機の各部の名称と機能、内蔵機器の増設方法、システム設定 ( BIOS 設定）じつい 
て確認したいときじお読みください。 

♦『活用ガイドソフトウェア編 J 《 

アプリケーシヨンの概要と削除/追加、ハードディスクのメンテナンスをすると 
き、他の 0 S をセットアップする （ VersaProJ ではプリインストールされている 0 S 
が、外は使用できません）とき、またはトラブルが起きたときにお読みください。 

•選択アプリケーシヨンの マニュアル 

Office Personal 2003、または Office Professional Enterprise 2003を違択した 
場合、マニュアルが添付されています ( p .2「 l 型番を控える」をご覧ください)。ご 
利用の際にお読みください。 

•無線 LAN 用マニュアル※ 

『無線 LAN ( IEEE 802.11 a / b / g ) じついて』 

無線 LAN の各機能じついて知りたいときじお読みください。 

♦『内蔵指紋センサ（ライン型）ユーザーズガイド』 

モデルじよって、 『内蔵指紋 センサ（ライン 型） ユーザーズガイド』が 添付 •されて 
います (P.2 「1型番を控える」をご覧ください）。ご利用の際にお読みください。 


マニュアルの使用方ま 
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♦保証規定 & 修理に関するご案内 

パソコンに関する巧談窓口、保証期間と保証規定の詳細内容および Q & A 、 有償保 
ずサービス、お客様登録方法、 NEC ビジネス PC / Express 5800情報発信サイト 
「NEC 8番街」じつ1、て知りたいときじお読みください。 

- Microsoft 関連製品の情報について- 

次の Web サイト (Microsoft Press ) では、一般ユーザー、ソフトゥュア開発ま、技術 
者、およびネットワーク管理者用に Microsoft 関連商品を活用するための書籍ゃ卜 
レーニングキットなどが紹介されています。 
http :// www . rmcrosoft . com / japan / info / press / 


電子 マニュアルの 使用方ま 


電子マ ニ王了 ルを使用する場合は、次の手順で起動してご覧ください。 


CD レスモデルをお使いの場合、別売の CD - ROM ドライブ、 CD - R/RW with DVD - 
ROM ドライブ、または DVD スーパーマルチドライブ (VersaBay ]\^ b ) が必要になりま 
す。 


©CD-ROM ドライブ、 CD-R/RW with DVD-ROM ドライブ、または DVD スー 
パーマルチドライブに、本機に添付の「アプリケーシヨン CD-ROM/ マニユア 
ル CD-ROM」 をセツトする 


@「エクス プロー ラ」、または「マイコン ピユータ」 を開く 
©CD-ROM ドライブのアイコンをダブルクりック 

0「_manual」 フオルダをダブルクリックし、 「index」 フアイルをダブルクリック 

rVersaPro/VersaPro J 電子マニユアル」が表示されます。 


PDF おまのマニュアル（ファイル）をご覧いただ < ときの補足事項 


あらかじめ、本機に Adobe Reader をインストールしておく必要があります。詳し 
くは『活用ガイドソフトウュア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」の 
[Adobe Reader 」 をご覧ください。 

因国 

■ あ要にあじて Lmanual 」 フォルダをハードデイスクのルートデイレクトリじコ 
ピーしてご 利用ください。 

Lmanual 」 フォルダをハー ド デイ スクの ルー ト デイ レクト リじ コピーしてご 利 
用の際、 フォルダ 名. ファイル 名などはを更しないでください。コピー先の フォル 
ダ名はすべて英数字の半角文字である必要があります。それた(外の文字（「デスク 
トップ」などの日本語)の フォルダ 名にコピーすると起動することができなくな 
ります。 

マニュアルの巧用ちま 








. Windows が起動しなくなったなどのトラブルが発生した場合は、電子マニュアル 
をご覧になれません。そのため、あらかじめ「トラブル解決 Q & A 」 を印刷しておく 
と便利です。 

- NEC ビジネス PC / Express 5800情報発信サイト 「NEC 8番街」では、 NEC 製のマ 
ニュアルを電子マニュアル化し、ダウンロードできるサービスを斤っております。 
http :// nec 8. com / 

「サポート情報」一「商品情報 • 消耗品」一「本体添かマニュアル」の「ビジネス PC 
(Mate & VersaPro ) の電子マニュアル」から、電子マニュアルビューアをご覧く 
ださい。 

また 、 NEC PC マニュアルセンター では、 マニュアルの 販売を斤っています。 
http :// pcm . mepros . com / 


上で マニ ユ アルの 使用方法は完了です。 

ホのページの「8使用する環境の設定と上手な使い方」へ進んでください。 


マニュアルの使用方ま 
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の 使用する擇境の設定と上手な使い方 

本機を使用する環境や運用 • 管理する上で便利な機能を設定します。機能の詳細や設 
定方法については、『活用ガイドハードウェア編』、『活用ガイドソフトウェア 
編』、および『活用ガイド再セットアップ編』をご覧ください。 


1. 最新の情報を読む 
補足説明 

補足説明じは、本製品のご利用にあたって注意して V 、ただきたいことや、マニュ 
アルには記載されていない最新の情報じついて説巧していますので、削除しない 
でください。た(下の方法でお読みください。 

- rVersaPro/VersaPro J 電子マニュアル」を起動して「補足説明」をクリック 
. 「スタート」ボタンー►「すべてのプログラム」一►「補足説明」をクリック 


2. 「巧セツトアップ用 CD-ROM」 の作成について 


「再セットアップ用 CD - ROM 」 の作成機能じついては、出荷時の製品構成でのみサ 
ポートしております。 

「再セットアップ用 CD - ROM 」 を作成する場合は、あず Service Pack や RecordNow 
のアップデート前に作成してください。 

「再セットアップ用 CD - ROM 」 作成じついての詳細よ『活用ガイド再セットアップ 
編』をご覧ください。 

3. Windows XP の Service Packt こつし、て 


本機には Service Pack 2がインストールされています。 

Service Pack 2を削除することじより、使用できなくなる機能、機器がありますの 
で 、 Service Pack 2は削除しないでください(使用できなくなる機能、機器じついて 
の詳細は『活用ガイドソフトウユア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」 
の 「「Service Pack 」 じついて」をご覧ください）。 

また 、 Windows XPSPla の適用に関する情報を下記サイトじて提供しております。 
Windows XPSPla を追加する場合は、下記サイトをご覧の上、ご適用ください。 


http :// nec 8. com / care / windowsxpsp 2/ index'html 
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4. Secur け y の設定 

スーパバイザ/ユーザパスワード、盜難防止用ロックなど 

本機には、本機の不正使用を防止する機能(スーパバイザ/ユーザパスワード）、本 
機や内蔵部品（メモリやハードディスクドライブ)の盗難を防止するため、錠をか 
ける機能(盗難防止用ロック）があります。この他にも便利な機能があります。詳 
しくは、『活用ガイドハードウュア編』の 「 PART 1 本体の構成各部」の「セキュ 
リティ機能/マネジメント機能」をご覧ください。 

5. 省電力機能じついて 
パワーモードチェンジャー 

「パワーモードチェンジャー」をインストールすることで、 CPU の速度やバッテリ 
の状況の確認、電源設定の設定および省電力機能の設定を簡単に斤えます。 
詳しくは、『活用ガイドハードウュア編』の 「 PART 1 本体の構成各部」の「電源」 
の「パワーモードチェンジャーを使用する」をご覧ください。 

Intel SpeedStep ® テクノロジ 

電源の種類や CPU の動作負荷じよって、動作性能を切り替えることができます。 
詳しくは『活用ガイドハードウュア編』の 「 PART 1 本体の構成各部」の「電源」 
の 「Intel SpeedStep ® テクノ ロジ」をご覽ください。 

6. データのバックアップの設定 

データのバックアップ方法じついては、『活用ガイドソフトウェア編』の「メンテナ 
ンスと管巧」の「ハードディスクのメンテナンス」をご覧ください。 


OStandbyDisk 

2台のハードディスクを使用し、一方のハードディスクドライブの内容をもう一 
方のハードディスクドライブじ定期的（日/週/巧単位等）じ、バックアップできま 
す。 

このため、運用中のハードディスクドライブの障害が起きたときに、もう一方 
のハードディスクから起動し、バックアップした時点の環境に戻すことができ 
ます。 

StandbyDisk は「増設ハードディスク （ StandbyDisk 村■き）」を違択した場合のみ 
添がされています。 

詳しくは『活用ガイドソフトゥユア編』の「アプリケーションの概要と削除/追 
加」の 「 S ね ndbyDisk 」 をご覧ください。 
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©StandbyDisk Solo RB 


StandbyDisk Solo RB は 「 InfoCage / モバイル防御」と併用することはできません。 


ハードディスク内じある第1パーティション （C ドライブ）の使用領域とほぼ同じ 
容量をバックアップ先拟後スタンバイ.エリア）として同パーティション内に確 
保し、使用領域のバックァップを斤います。 

稼動中のシステムじ障喜が起きた際、スタンバイ.エリアからシステムを起動す 
ることで、ハードウユア障害であるか、あるいはソフトウユア障宮であるかを絞 
り込むことが可能です。 

ホの方法で 「StandbyDisk Solo 服インストールガイド」を起動し， StandbyDisk 
Solo RB をインストールしてください。なお、 StandbyDisk Solo RB は, VersaPro 
のみ使用できます。 

「スタート」ボタンー►「すべてのプログラム」一►「メンテナンスツール」— 
[StandbyDisk Solo RB インストールガイド」をクリック 


また、 Web サイトから S ね ndbyDiskSolo RB の上位互換ソフトウエアである 
StandbyDisk Solo じアップグレードすることができます（有償)。 

http://www.netjapan.co.jp/solo/rbla4 / 


7. LANDesk Management Aaent のセツトアップ【こつし、て 


LANDesk Management Agent は LANDesk Software Ltd. から販売されている 
LANDesk® Management Suite (呂 Ij 売） を 使用して LANDesk® Mana 呂 ement Suite 
クライ アントエージ ェン トのリモート イ ンストールを サポー ト する アプリケー ショ 
ンです。 

LANDesk Management Suite クライアントエージェントをインストールするこ 
とじより、 LANDesk Management Suite じよる管理を可能(こし、情報機器のソフ 
トウェア、およびハードウェアの資産管理、セキュリティパッチの適用状況、 0S や 
アプリケーションの更新などができます。 

LANDesk Management Agent のセットアップ方法については、本体添付■の「ア 
プリケーション CD-ROM/ マニュアル CD-ROM」 内の 「LDMA」 ディレクトリの 
「SETUP.TXT」 をご覧ください。 

なお、 LANDesk Management Agent は VersaPro の Windows XP Professional モ 
デルのみ使用できます。 
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8. セキュリティチップユーティリティ 


セキュリティチップユーティリティは rinfoCage / モバイル防御」と併用することはで 
きません。 


セキュリティチップユーティリティでは、電子メールの保護機能や、ファイルと 
フォルダの暗号化 ( EFS ) 機能 、 Personal Secure Drive ( PSD ) 機能を利用できます。 
本機では、本体にハードウェア的に TPM(Trusted Platform Module ) と呼ばれるセ 
キュリティチップをま装し、セキュリティチップ内で暗号化や暗号化の解除、鍵の生 
成をするため、強固なセキュリティ機能を持っています。 

また、セキュリティチップ上に暗号鍵を持つため、ハードディスクを取り外して持ろ 
出されてもデータを読みとられることはありません。 

詳しくは、「セキュリティチップユーティリティ CD - ROM 」 じあるマニュアルをご 
覧ください。 LmanualTPM 」 フォルダの「 index . htm 」 をダブルクリックして起動し 
ます。 

なお、セキュリティチップユーティリティは 、 Windows XP Professional モデルの 
み使用できます。 


9. 上手な使い方 


〇トラブルを防止するために 

本機のトラブルを予防し、効;率よくマネジメントするためじは、電源の入れ方/切 
り方や、 エラー チェ ック など いくつかの ポイントがあります。 

また、トラカレカおきてしまった場合にそなえ、「システム修復ディスク」をあらか 
じめ作成しておくことをおすすめします。「システム修復ディスク」の作成方法は、 
『活用ガイド再セットアップ編』を、その他のトラカレの予防じついては、陥用ガイ 
ド ソフ トウエア編』の「トラブル解決 Q & A 」 の「トラブルの予防」をご覧ください。 

@本横のお手入れ 


本機をを全に、快適に使用するためじは、電源ケーブルやマウスなど定期的にお 
手入れがあ要です。詳しくは、『活用ガイドハードウュァ綱の 「 PART 4 付•録」 
の「お手入れじついて」をご覧ください。 

10.な証期間と保守じついて 
使用開始日表示ユーティリティ 

本製品の保証期間は、製品ご購入日、もしくは初回電源投入日のどちらか遅い 
方の日から開始します。 

初回電源投入日、型番、製造番号、構成コードはホの方法で確認できます。 

「スタート」ボタンー ► 「すべてのプログラム」一►「メンテナンスツール」 — 「使用開始 
日表示ユーティリティ」をクリック 

本製品の保証じついての詳細は『保証規定&修理に関するご案内』をご覧くださ 

い。 
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互™機能-質 



型名*1 

VY 17 F / LV-U 
VJ 17 F / LV-U 

VY 17 F / LX-U 

VJ 17 F / LX-U 

VY 13 M / LX-U 

VJ 13 M / LX-U 

CF 

〕U * 20 

インテル® Pentium *® M プ□セツヴ 740*32 
(拡張版 Intel SpeedStep ® テクノ□ジ *2 搭載） 

インテル® Celeron ® M 

プ□セッヴ3已 0 J *32 

ク□ック周波数 

1 .73 GHz 

1 .30 GHz 

キヤッシユメモリ 

( CPU 巧蔵） 

1巧 

インストラクション用 32 KB / データ用 32 K 日 

2巧 

2.048 KB 11,024 KB 

BIOS ROM (Flash ROM ) 

1 ,024 KB (BIOS ほか） 

システムパス 

已 33 MHz (メモ U バス：己 33 MHz ) 

400 MHz (メモリバス： 

400 MHz ) 

チップセット 

ATI 社製 RADEON ® XPRESS 200 M/IXP 400 

セキュリティチップ*31 

TPM vl.lb 準拠 

最大メモ U (メインメモリ） 

1 ,280 MB [ SO-DIMM ス□ット x 1] 

表 

示 

機 

能 

表示素子 

14.1 型 TFT カラー液晶 
( SXGA +) 

14.1 型 TFT カラーあ晶 （ XGA ) 

ビデオ RAM 

32/64/1 28 MB *5 (BIOS Setup Menu にて変更巧能、メインメモ U を使用） 

グラフィックアクセラ 
レータ*7 

ATI 社製 RADEON ® XPRESS 200 M に內蔵（デュアルディスプレイ機能* 4、八ードウェ 
ア TSL 機能* 1 D 、 スムージング機能* 9をサポート、画面回転機能をヴポート） 

解像度- 
表示色*11 
(別売のが 
部デイス 
プレイ接 
続時* 12) 

800 X 600 
ドット < SVGA > 

最大],677万色*13 (最大1，日77巧を） 

1,024 X 768 
ドット < XGA > 

最大],677巧色*13 (最大1，日77巧を） 

1,280 X 1,024 
ドット < SXGA > 

最大],677巧色*13 (最大1，日77万を） 

《 XGA ではバーチャルスクリーン機能により実現 

1.400 XI ，〇已〇 
ドット < SXGA +> 

最大11677万色*13 

(-) 

1.600 XI ，200 
ドット < UXGA > 

最大1 .677 万色*13 (最大1 .677 万色） 

※バーチャルスクリーン機能により実現 

1，920 XI ,440 
ドット 

最大1,677万色*13 (最大1,677万色） 

※バーチャルスクリーン機能により実現 

ヴ 

ク 

ン 

機 

能 

音源/サウンド機能 

PCM 録音再生機能（ステレオ/モノラル、量子化8ビット/1己ビット、サンプリングレート 
8-48 kHz )、 全二重化対応)、 MIDI 音源機能（ソフトウェア MIDI に1\/1、 GS 演奏モード対応、 
DLS 2 対応*15])、マイクノイズ除去機能*16、 3 D ポジショナルサウンド 

スピーカ/スピーカ定格出力 

巧蔵ステレオスピーカ/ I W +1 W 

サウンドチップ 

ADI 社製み01日818搭載 

通 

信 

機 

能 

LAN 

標準内蔵0 OOOBASE - T /1 00 BASE - TX /1 OBASE-T に巧応） 

FAX 
モデム 
♦ 40 

モデム 

モデム内蔵（データ乾送速度最大己 6kbps *41 ( V .90) エラー iT 正 V .42/ MNP 4 データ圧 
縮 V .42 bis/MNP 已） 

FAX 

内蔵（データ輯送速度最大] 4.4 kbps ( V . 1 7) FAX 制御クラス1 ) 

入 

力 

装 

置 

キーボード 

本体との一体型、 J 旧標準配列（英数•かな)、 Fn キー（ホットキー巧麻)、12ファンクション 
キ ー. Windows キ ー• アフ U ケーションキー•ち Ctrl キー付 

ワンタッチスタート 
ボタン 

任意のアプ U ケーションを登録可能なワンタッチスタートボタンを2つ装備（出荷時は 
Microsoft ® Internet Explorer、Outlook Express を登録済み） 

ポインティングデバイス 

スク□—ル機能付 NX パッド標準装棉 

イ 

ン 

夕 

1 

フ 

卫 

イ 

ス 

IEEE 1 3 白 4 

IEEE 1 394 X 1 (4 ピン） 

USB 

USB ( USB 2.0) X4* の *38 

ディスプレイ 

が部デイスフレイコネクタ（アナ□グ RGB ) ミニ D - subl 日ピン X1 

通信関連 

RJ 4 己 (1000 BASE - T /1 00 BASE - TX /1 OBASE - T ) LAN コネクタ、 RJ 1 1モジュラ 
コネクタ （ FAX モデム） 

サ 

ク 

ン 

関 

連 

マイク入力 

ステレオミニジャック X 1(マイク入カインピーダンス 20 k n 、 入カレベル己 mVrms 、 バイ 
アス電圧 3.7 V ) 

へツドフォン出力 

ステレオミニジャック X 1 *38 (へッドフォン 出カ インピーダンス16 n -100 0 r 推奨 32 
n 」、 出力電力己 mW /32 n ) 

ライン出力 

ヘッドフォン出力と共用（ライン出カレベル ] Vrms ) 
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型名* 1 

VY 17 F / LV-U VY 17 F / LX-U 

VJ 17 F / LV-U VJ 17 F / LX-U 

VY 13 M / LX-U 

VJ 13 M / LX-U 

PC 力ードス n ット 

Type I / n X 2 ( Type 皿 x 1ス□ットとしても使用可能）* 2 已 、 pc Card Standard 準 
拠、 CardBus 巧応 

拡張ベィ 

VersaBay IV b 

パワーマネジメント 

自動または任意設定可能 （CPU 制御*の、 HDD 制御、モニタ節電機能、スタンバイ機能、八イ 
バネーシヨン機能） 

電源 

リチウムイオンバッテリパック ( DC 1 1.1 V . 480 OmAh ) (バッテリパックは消耗品で 
す。）、セカンドバッテリパック （ DCl 1.1 V ,3800 mAh ) (バッテリパックは消耗品でず。） 
または AC 100 V ±1□%、己 0/60 HZ ( AC アダプタ経由） [ AC アダプタ自体は、入力電圧 
AC 240 V までのま全規格を取得していまずが、添付の電源コードは AC 1 OOV 用（日本化 
様）です。曰本むがの国で使用する場合は、別途電源コードびお要です。]※標準のほうのバッ 
テリパックの名称を確認する。 

消費電力 :* 29 ( 最大構成時） 

約 22 W (約己 0 W ) 1 約 20 W (約 60 W ) 

約 35 W (約 60 W ) 

エネルギー消費効率 
(省エネ基準達成率）* 3 

S 区分0.0003已 （ AAA ) 

S 区分 0.0004 曰 （ AAA ) 

電波障害巧策 

VCCI Class 己 

がお寸法（突起部含まず） 

310 ( W ) X 2已8 CD ) X 27 . 日〜34.已 ( H ) mm 

質量（標準バッテリ含む）* 8 

約].目 2k 巨 * 4 己 1 約 ] .83kg * が 

温湿度条件 

已〜3己で、20-80% (ただし結露しないこと） 

インス1ル可能 0 S 

Windows ® XP Professional (SP2) * w 、 

Windows ® XP Home Edition (SP2) * w 、 

Windows ® 2000 Professional ( SP 4) 

Windows® XP Professional (SP2 )、 
Windows® XP Home Edition (SP2 )、 
Windows® 2000 Professional (SP4) 

主な添付品 

AC アダプタ、拡張ベイカバー、アブ U ケーシヨン CD - ROM / マニュアル CD-ROM * 17 、 ED 
刷マニュアル類、保証書他 


*1 :セレクションメニューを選択した構成での型名•型番については、本書の『型番を控える J をご覽ください。 

* 吕：この機能は電源の種類 CAC 電源、 A " ッテ U ) やシステム負荷に応じて動作性能を切り曾える機能です。 

* 3 :エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定ち法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除 

したちのでず。省エネ基準達成率の表示語 A は達成率100% L ソ上200%未満、 AA は達成率吕000/〇む上日00% 
未満、 AAA は達成率已00%山上を示します。 

*4: 本体の液晶ディスプレイと、が付けディスプレイで、異なるデスクトップ画面を表示ずる機能。 

* 已：ビデオ RAM 1吕 8 M 目切上でご使用になる場合は、メインメモ U を已1 2 MB な上に増設する必要があります。メイ 
ンメモリ容量が1，吕 80 MB の場合には、ビデオ RAM は1吕 8 M 目固定になりまず。 

* 白：最薄部〜最厚部。ゴム足部、上蓋エンブレムの巧超部を除く。 

* 7 : Microsoft ® 社の DirectX ⑩に巧応。 

* 8 : PC カードはホ装着。 

* 白：文字や画面を滑5かに拡大ずる機能。 

*10： 3 D 描画演算時に r 変換処理 （ Transform )」 「照明処理 ( Lighting ) J を A - ドウェアで支援ずる機能。ソフトウェ 
ア （ CPU ) 演算による描画に比べ、より高度な描画演算が可能になり、グラフィック描画品質が向上します。なお、本 
機能は対応ずるソフトウェア （ DirectX 、 Di 「 ect 3 D 対応）との組み合わだで有効な機能です。 

*11: 表示素テ（本体あ晶ディスプレイ）よりおし1解像度を選択した場合、お大表示機能により、液晶画面き体に表示可能。 
お大表示によって文字などの線の太さが不巧一になることがあります。 

*12： 本機の持つ輯橡度巧び色数の能力であり、接続するディスプレイ対応辑像度、リフレッシュレートによっては表示で 
さない場合があります。本体の液晶ディスプレイとが付けディスプレイの同画面表お可能。ただし、お大表示機能を 
使用しない状態では、列付けディスプレイま体には表示されない場合がありまず。 

*13:1 ,677万色表示は、グラフィックアクセラレータのディザリング機能によ0実現 

*14: プリインストール 0 S ながの 0 S 環境では、 } 広張版 Intel SpeedStep ® 機能が博用できない場合があります。 

* 1已： DLS は 「DownLoadable SoundsJ の暗です。 DLS を使うと、カスタム•サウンド•セットを SoundMAX シ 
ンセサイヴに□ー ドでさます。 

* 1日：ノイズ除ま機能によって、音寅入力信号から周辺雑音が取り除かれ、クリーンでクリアな信号がアプリケーションに 
渡されます。 

*17: セレクションメニューまたは別売の拡張機器で選択可能な CD - ROM 系機器が必要でず。 

*20： 使用環境や負荷により CPU 動作スピードをダイナ S ックに変化させる制御を搭載していまず。 

*23 : USB 2.0 に設定されています（初期げ態)。なお、別売のインストール可能 0 S 使巧時は 0 S 用ドライバに US 目吕 .0 
ドライバは含まれまだん。 

*吕4:インス!ル可能 0 S 用ドライバは本体に添付しておりません。また、 VersaPro 」ではプ U インス!ルされてい 
る 0 S ながは使用できません。 「 http :// nec 8. eom / J の上段ボタン中「サポート情報」の「ダウン□-ド • 0 S 情報¬ 
を意事項」 一 「ダウン□-ド」の「ビジネス PC ( Mate & VersaPro )/ プリンタ （ MultiWr け erSMultiImpact ) / 
PC 周辺機器」の「インストール可能 0 S 用ドライバ（サポート 0 S 用ドライバ)」の 「 VersaPro 」 に順次掲載いたし 
まず。なお、インス I ル可能 0 S をご利用の際、「インストール/ミを付アプリケーション」がご利用いただけない等、 
いくつか制限事 I 頁びありまず。必ずご醒入前に r インストール巧能 0 S をご利用になる前に必ずお読みください」をご 
質になり、制限事項を確認してください。 
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*2 已：セレクションメニューにて巧蔵指紋センサ（ライン型）を選択した場 S ま 、 Type I /nx 1ス□ット （Type m は使 

用不可)。 

*吕7: 「 SP 」 は 「Service Pack 」 ①略称でず。インストール可能 OS 用ドライバは （） 内の Service Pack のパージョ 
ンにてインス I ル手順の確認をおこなっているちのです。インス I ―ル可能 0 S を使用ずる場合は （） 内の Ser - 
vice Pack を適巧してご使用くださし、別売の OS と Service Pack は別途入手がお夏となります。 

*29 : 0 S は Windows ® XP Professional 、 メモリ吕已 6 MB 、 A - ドディスク 40 GB 、 巳 D - ROM 系ドライブなしの 
構成で測定。 

*31 :プリインス!ルの Windows ® XP Professional 切列では使用できません。 

ホ3吕 ： Execute Disable Bit 機肯 g 搭載。 

*3 扫：外付けスピーカ、へッドフォンおよびマイク付きへッドフォンを保用ずる場合は、 [ US 目接続タイプ】ではなく、【へッ 
ドフォン/才ーディオ出力端子へ接続ずるタイプ】をごを用ください。 

*40 :回線状態によっては、通信速度が変わる場合があります。また、内蔵 FAX モデムは一般電話回線のみに対応していま 
す。巧蔵 FAX モデムの海巧で利用巧能な地域など詳細は http :// nec 8. com / products / versapro / 
modem . html にてご確認ください。 

*41 :已巨 kbps はデータ受信時の最大速度でず。データ送信時は最大 33.6 kbps となりまず。 

*42 :抵張ベイに、拡張べイカパー(約2日台）装着時の質量。 CD - ROM ドライブ装着時の質量は VY 1 7 F / L \/- U および 
VJ 17 F / LV-U では Si 勺吕 .08 k 呂、 VY 17 F / LX - U 、 VJ 17 F / LX - U 、 VY 1 3 M / LX-U および VJ 1 3 M / LX-U で 
は約1.日日 kg となりまず。質量は裝着するドライブ等によ0変わります。 
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♦セレクションメニュ ー* 巳 7 


型名* 1 

VY 17 F / LV-U 
VJ 17 F / LV-U 

VY 17 F / LX-U 

VJ 17 F / LX-U 

VY 13 M / LX-U 

VJ 13 M / LX-U 

ちセットアップ 
用デ 夕* 5 〇 

HDD 

再セットアップ用バックアップイメージを HDD に格納*52 

CD-ROM 

再セットアップ用 CD-ROM *54 添付 

メ 

モ 

U 

51 

2己 6 MB 

ECC 無し DDR 2- SDRAM 、 PC 2-4200*? 已、オンボード2已已 MB 

已1 2 M 日 

ECC 無し DDR 2- SDRAM 、 PC 2-4200*75、 オンボ—ド2己日 M 巨+2已已 MB S 0 -DIMM X 1 

7 B 8 MB 

ECC 無し DDR 2- SDRAM 、 PC 2-4 己00 *75、オンボ—ド25日 U 巨 +512 MB S 0 -DIMM X 1 

1 ,280 MB 

ECC 無し DDR 2- SDRAM 、 PC 2-4200*7 己、オンボード2己 6 M 日+ 1 ,024 MB S 0- 
DIMM X 1 

通信無線 LAN 

機能 （ IEEE 802.1 la / b / 旨)*60 

IEEE 802.113化/呂準拠*56*74*81眉ドみ2巧応、 WEP 巧応〔暗号鍵長64/128/152 
ビット（ユーザ設定鍵長40/1 04/128ビット)〕 

マ 

ヴ 

ス 

USB マウス（ポール） 

USB マウス（ボール式、スク□—ルホイール付き）（ケーブル長：約 80 cm ) 

USB マウス（光センサー） 

USB マウス（光センサー式、スク□ールホイール式）（ケーブル長：約 80 cm ) 

FDD 

US 巨接続 ( US 巨 1.1 準拠)が付け、3.日型、3モードロ 20 K 日/1 .2 M 曰/1 .44 MB ) 対応*72 

八ード 

ディスク 

40 GB 

約 40GB * の、 Ultra ATA -1 00、4,200 rpm、SMART 機能对応 

60 GB 

約巨 0GB *63 、 Ultra ATA -] 00、4,200 rpm 、 SMART 機有目対応 

80 GB 

約 80GB * の、 Ultra ATA -1 00、4,200 rpm、SMART 機能对応 

増設 A — ド 
ディスクけ 4 

40 GB 

約 40 GB、Ultra ATA -1 00、4,200 rpm、SMART 機能対応 

60 GB 

約巨 0 GB、Ultra ATA -1 00、4,200 rpm ， SMART 機宜目对応 

80 GB 

約 80 GB、Ultra ATA -1 00、4,200 rpm、SMART 機能対応 

C 

D 

R 

0 

M 

系 

66 

CD-ROM 

内蔵 （VersaBay IVb )、 最大 24 倍速（最内周] 0 倍速、最が周24倍速） 

CD - R/RW with 
DVD-ROM 

♦已 3 ♦ 65 ♦ 67 

内蔵 （ Versa 日 ay IVb )、 CD - ROM 読込み：最大24倍速、 CD - R 書き込み：最大24倍速、 
CD - RW 書き換え：最大1 □ 倍速* 61、 DVD - ROM 読み込み：最大8倍速、 DVD - RAM 読み 
込み：最大1倍速* 7 6 

DVD スーパーマルチ 

ドライブ *53 #6已 *67 

巧蔵 （VersaBay Nb). CD - ROM 読み込み：最大24倍速、 CD - R 書を込み：最大24倍速、 
CD - RW 書き換え：最大10倍速* S 1 、 DVD - ROM 読み込み：最大8倍速、 DVD - R 書き込み： 
最大8倍速* 77 、 DVD + R 書き込み：最大8倍速、 DVD - RW 書き換え：最大4倍速* 78、 
DVD + RW 書を換え：最大4倍速、 DVD - RAM 読み込み：最大3倍速*フ^、 DVD - RAM 書き 
換え：最大3倍速* 7 6 

セキ: LU ティ機能 

指紋センサけい M 

ライン型。 0 S □グイン時、スク IJ - ンセーパ解除時などに指紋による認証が可能。 

バ 

ジ 

U 

* 

62 

U チウム 
イオン 

駆動時間 

(JEITA け嘿) 

約 2.9 〜 4.1 時間 
(約3.己時間） 

約3〜 4. 4時間 
(約 3.7 時間） 

約1 .9-2.5 時間 
(約 2.2 時間） 

巧電時間 
(□N 時 / OFF 時） 

約 3.1 時間/約3時間 

が)3.日時間/が)3時間 

U チウムイ 
オン+セカ 
ンドバッテ 
り K ック 

駆動時間 

(JEITA け嘿) 

約5〜7時間 
(約6時間） 

約 5.2 〜 7.6 時間 
(約 6.4 時間） 

の 3.3 〜 4.3 時間 
(約 3.8 時間） 

充電時間 
(ON 時 / OFF 時） 

約己.5時間/約己.己時間 

約巨.已時間/約日.已時間 


*50 :セレクションによっては再セットアップ用 CD - ROM は添付されておりません。 HDD に格納してある再セットアッ 
プ用パックアップイメージ破損や誤って消去した場合などの媒体醒入ち法は http :// nx - mecna . ssnet . co . 山を 
ご参照ください。 

*已1:メモリを}広張する場合は、標準搭載されている増設 RAM ボードを取り列ず必要げある場合があります。 

* 已吕： HDD 內①約吕.已 GB を再セットアップ領域として使巧。これ日の「再セットアップ用パックアップイメージ j を CD - 
R 媒体に書き出す場合には、ご購入時にセレクションメニューで DVD スーバーマルチドライブまたは CD - R/RW 
with DVD - ROM ①選択が必要です。 

*已3 : DVD ビデオ再生ツール rinterVideo ® WinDVD ™ 己」が添付されまず。 

*已4 :再セットアップ用 CD - ROM を使用ずるには、セレクションメニューまたは別売の拡張機器で選巧可能な CD-ROM 
系機器が必要です。なお、再セットアップ用 CD - ROM 添巧を選択した場合、 HDD に再セットアップ用バックアッ 
プイメージは格納されておりません。 

* 已已：内蔵指紋センサはプ U インストールの 0 S じがではご利巧になれません。 

*已7:セレクションメニュー中の各オプションは単体販売は行っておりまだん。 

*已召：接続対象機器、電波環境、周囲の障害物、設置環境、使用状況、ご使用のアプリケーションソフトウェア、 0 S などに 
よっても通信速度、通信距離に影響ずる場合があります。また、 IEEE 802.11 b / 旨（吕 .4 GHz ) と IEEE 802 .1 la 
(已 GHz ) は互換性がありません。 
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* 己日： JEITA バッテ U 動作時間測定法 （ Ver . l .0) に基づいて測定したバッテリ駆動時間です。 

JEITA バッテ U 動作時間測定法 ( Ver . l .0) 

Windows ® XP Professional [こて須! I 定。 

駆動時間二（測定法 a +測定法 b ) /吕 
測定法 a 、 b 共通条件 <条件> 

1 ) 「電源オプションのプ□パティ」-「アラーム」 • 「パッテま下アラーム」 

•チェックボックスのチェックを列し、「バッテ Uf 氏下アラーム J を無効にずる。 

吕）「電源オプションのプ□パティ」-「アラーム」 • r パッテ U 切れアラーム」 

■チェックボックスのチェックを列し、「バッテリ切れアラーム J を無効にする。 

3) LCD 輝度：測定法 a に於いて吕 Ocd を下回5ない値に設定。 

測定法 a :輝度8段階中下か5吕段目、 

測定法 b :輝度8段階中下か51段目。 

4) r 画面のプ□パティ」‘ r スク U - ンセーパ ー J タブ内の r スクリーンセーパー巧）」 • 「(なし）」に設定し、スクリー 
ンセーパーを無効にずる。 

已）ワイヤレスクライアントマ本ージャが常駐している場合は終了ずる。 

巨）「セキュリティセンターのプ□パティ」•「自動更新」を無効にする。 

7) 「セキュリティセンターのプ□パティ」- 「 Windows ファイアウォール J を無効にする。 

8) 「セキュ U ティセンターのプ□バティ」•「ヘルプ」•「セキュリティセンターか！5の警吉方法を変更する」のチェッ 
クををて列す。 

曰）壁紙を白にする。 

測定法 a く条件> 

1 ) 動画再生ソフト : Windows Media 円 ayer にて連続再生。 

吕）「電源オプションのプ□バティ」-「電源設定 J タブ巧の「パッテ1」使用 J の頂目をまて「なし J に設定。 

3) 「サウンドとオーディオデバイスのプ□パティ j • 「音量」’ r デバイスの音量」 • r ミュート ( M ) j ①チェックボック 
スにチェックを入れる。 

測定法 b く条件> 

1 ) デスクトップ画面の表示を行った状態で巧置。 

吕）「電源オプション①プ□パティ」’ r 電源設定」タブ巧の r パッテリ使用」①項目の 「 A — ドディスクの電源を切る 
( i ) j を巧分後」に設定。他の項目は「なし」に設定。 

*60 :業巧団体 Wi-Fi Alliance の標準規格 「 Wi - Fi ®」 認定を取得した無線 LAN モジュールを内蔵しております。 

*61 : CD-RW メディアの書き換えにおいて 、 High Speed CD-RW メディアが使用できまず。8倍速な上で書き換え 
るには 、 High SpeedCD-RW メディアが必要でず。 

*62： バッテリ駆動時間ゃ巧電時間は、ご利用状況によって上記記載時間と異なる場合があります。パッテリパックは消耗 
品でず。長時間駆動設定時、 CPU 動作性能は L 0 叫モード。（インテル® Celeron ® M プ□セッサを除く。） 

* 白3 :吕 0 GB が NTFS 、 残りち NTFS でフォーマット済み。また、最後の約2.已 G 日を再セットアップ領域として使用。 
ただしセレクションメニューで再セットアップ用 CD - ROM 添付を選択した場合、 HDD に再セットアップ巧バック 
アップイメージは格納されておりません。 

*64 :未フォー マッ トでず。 

*6 已：書き込みツール 「 Reco 「 dNow / DLA 」 が添付されまず。 

* 白6 :コピーコント□-ル CD など、一部①音楽 CD の作成なび再生ができない場合がありまず。 

*67: バッファアンダーランエラー防止機能付き。 

*7 吕 ： 1 .44 MB な列 （7 吕 0 KB /1. 吕 MB ) のフォー マッ ト不可。 

*74 : Super AG ™ に対応 。 Super AG ™ 機能を使巧するには、接続巧の無線 LAN 機器も Super AG ™ に対庶してい 
る必要があ0ます。 

*7 已： VY 13 M / LX - U および VJ 13 M / LX - U はメモ U バス400 MHz ( P 巳吕 -3 吕〇〇相当）で動作します。 

*7 白：片面 4.7 GB の DVD - RAM の速度です。力ートリッジタイプの DVD-RAM メディア CTYPE 1) はご使巧できま 
せん。また標準でサボートされるフォーマットは FAT 32 のみです。 

*77: DVD - R は DVD for General Ver 吕 .0 に準拠したディスクの書き込みに対応しています。 

*7 召： DVD - RW は、 DVD-RW Verl . l に準拠したディスクの書き込みに対応しています。 

*80 :内蔵指紋センサ（ライン型）と US 目□ック機能は同時使用できません。 

*81 : extended Ran 有 e ( XR )™ に巧応 。 extended Ran 呂 e ( XR )™ 機旨目を使用するには、接続先の無線 LAN 機器 
ち extended Range ( XR )™ に対応している必要があります。 
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内蔵 FAX モデム 


項目 

規格 

適用回線 

加入電話回線 

ダイヤルち式 

パルスダイヤル （10/20 PPS ) 

卜ーンダイヤル （ DTMF ) 

FAX 機能 

交信可能 
ファクシミリ装置 

ITU-T G 3 ファクシミリ装置 


同期ち式 

半2重調ホ同期ち式 


通信規格*1 

ITU-T 

V .1 7 :14,400/12,000/9,600/7, 200 bps 

V . 29 :9. 600/7, 200 bps 

V .27 te 「 ： 4,800/2, 400 bps 

V .21 ch 2 :300 bps 


送信レベル 

- 11 〜一 1 已 dBm (出荷時一 1 己 dBm ) 


受信レベル 

— 10〜一 40 d 己 m 


制御コマンド 

El A - 己78拡張 AT コマンド （CLASS 1 ) 

データモデム機能 

同期ち式 

を2重調歩同期ち式 


通信規格 

ITU-T 

V . 90 : 56,00□〜28,000 bps *2 

V . 34 : 33,600〜2,400 bps 

V .32 bis :1 4.400 -4.800 bps 

V .32 : 9.000〜4,800 bps 

V .22 bis :2,400/1 ,200 bps 

V .22 :1,200/1 ,600 bps 

V .21 :300 bps 


エラー訂正 

ITU-T V .42 ( LAPM ) MNP class 4 


データ圧縮 

ITU-T V .42 bis MNP class 已 


送信レベル 

- 11 〜一 1 已 dBm (出荷時一1已 dBm ) 


受信レベル 

— 10〜一 40 dBm 


制御コマンド 

HayesAT コマンド準拠*3 


* 1:回線状態によって、通信速度び変わる場合があ0ます。 

*吕：送信時は33,600〜2,400 bps になりまず。 

* 3 : AT コマンドについては、 FAT コマンドー覧 J をご覧ください。 


内蔵 LAN 


•規格概要 


項目 

規格概要 

準拠規格 

ISO 8802-3、 IEEE 802.3, IEEE 802.3 u 、 IEEE 802.3 ab 

ネットワーク形態 

スター型ネットワーク 

伝送速度 

1000 BASE-T 使用時：] 000 Mbps 

10□己 ASE - TX 使用時：] 00 Mbps 

10 BASE-T 使用時：10 Mbps 

伝送路 

1000 BASE - T 使用時： UTP カテゴリ已 e 

100日 ASE - TX 使用時： UTP カテゴリ已 

1 0 BASE - T 使用枝： UTP カテコ V 3 または已 

信号伝送ち式 

ベースバンド伝送ち式 

ステーシヨン台数 

最大1024台/ネットワーク 

ステーシヨ ン間距離/ 

ネットワーク経路長※ 

1000 BASE-T : 最大 約 200 m / ステーシヨ ン間 

1 00 BASE-TX : 最大 約 200 m / ステーシヨン間 

1 0 BASE-T : 最大 約 500 m / ステーシヨ ン間 
最大1 00 m /セグメント 

メディアアクセス制御ち式 

CSMA/CD ち式 


※： U ピータの台数など、条件によって異なります。 
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無線 LAN ( IEEE 802.11 a / b / g ) 


無線 LAN ( IEEE 802.11 a / b / g ) は、 2.4 GHz 無線 LAN ( IEEE 802.11 b / g ) 規格と日 GHz 
無線 LAN ( IEEE 802.11 a ) 規格を切り替えて通信することができる無線 LAN です。そ 
れぞれの無線 LAN 規格の概要はが下の通りです。 

無線 LAN ( IEEE 802.11 a / b / g ) は 、 Atheros Communications 社が開発したワイヤ 
レス通信の高速化技術 「Super AGTM 」《 4 および長距離化技術 「Atheros XR ™ 
(extended Ran が)」※ 日じが応しています。 


•2.4GHz 無線 LANdEEE 802.11 b/g ) 規格概要 


頂目 

規格概要 

準拠規格 

IEEE 802.11呂、 IEEE 802.11 b 

ARI 己 STD - T 66 

通信速度 

IEEE 802.11 g :已 4/48/3 日/ 24/1 S /12/6 ( Mbps ) 

IEEE 802.1 lb :11/ 己.己/ 2/1( Mbps)*i 

変調ち式 

OFDM 方式（已 4/48/3 日/24/] 8/] 2/ 巨 Mbps ) 

DS-SS 方式 （11/5 .已 /2/1 Mbps 時） 

無線チャンネル 

1〜] 3 ch 

周波数帯域 

2.4 GHz 帯域（己.4〜2.483已 GHz ) 

セキュリティ 

WPA ( TKIP / AES ) 

WPA 2 ( AES ) 

WEP (鍵長已 4 bit / l 28 b け/1己 2 bit *2) 

IEEE 802 .IX 


• 己 GHz 無線 LAN(IEEES02.1 1 a ) 規格概要 


項目 

規格概要 

準拠規格 

IEEE 802.11 a 

ARIB STD - T 71 

通信速度 

已 4/48/3日/24/]8/12/巨 （ Mbps)*i 

変調ち式 

OFDM ち式 

無線チャンネル* 6 

34 ch 、38 ch 、42 ch 、46 ch 

闻波数帯域 

已 GHz 帯域 （已 .1 已〜已 .2 己 GHz ) ぷ 3 

セキュリティ 

WPA ( TKIP / AES ) 

WPA 2 ( AES ) 

WEP (鍵長日 4 bit/l 28 bit / l 已 2 bit *2) 

IEEE 802 .IX 


《1:各規格による速度（理論値）であり、実行速度とは異なります。接続対象機器、電波環境、周囲の障害物、設置環境、使 
用状況、ご使用の OS 、 アプリケーシヨン、ソフトウェアなどによっても通信速度、通信距離に證響ずる場合がありまず。 
※吕：設定巧能な鍵長は、それぞれ 40 b け、104 bit 、 1吕 8 b けでず。 

》3 :己 GHz 無線 LAN の使用は、電波まちにより屋內に限定されまず。 

》4: Super AG ™ 機能を使用ずるには、接続巧の無線 LAN 機器も Super AG ™ に対応して いる 必要があります。 
※已 ： Atheros XR ™ 機能を使巧するには、接続先の無線 LAN 機器も Atheros XR ™ に対応している必要がありまず。 
※日： 200己年已月10日時点。 


KI 欄賺-覧 






















MEMO 


MEMO 



ごを意 


(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁じられています。 

(2) 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

(3) 本書の内容については巧全を期して作成いたしましたが、巧一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気かき 
のことがありましたら、ご離入元、または NEC 121コンタクトセンターへご連絡ください。落下、乱了本は 
お取り替えいたします。 

(4) 当社では、本装置の運用を理由とする損失、逸失利益等の請求につきましては、け)項にかかわらずいかな 
る責巧も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

(日）本装置は、医癒磯器、原子力設備や槪器、航空宇巧穏器、輸送設備や機器など、人命に関わる設脯や磯器、お 
よび高度な信頼性を必要とする設備や槪器な どへの 組み込みや制柳等の使用は意図されておりません。こ 
れら設備や機器、制御システムなどに本装置を使用され、人身事故、財産損害などが生じても、当社はいか 
なる責巧も負いかねます。 

(6) 海外 NEC では、本製品の保守•修理対応をしておりませんので、ご承知ください。 

(7) 本機の内蔵ハードディスクにインストールされている Windows XP、 および本磯に添がの CD- 民 0M は、本 
機のみでご使用ください。 

(8) ソフトウュアの全部または一部を著作権の許可なく複製したり、複製物を頒布したりすると、著作権の侵 
害となります。 

(目）ハードウュァの保守情報をセーブしています。 

(10) この製品は、著作権保護技術を採用しており、米国と日本の特許技術と知的財産権によって保護されてい 
ます。この著作権保護ホま術の使用には、マクロヴィジョン社の許可が必要です。またその使用は、マクロヴィ 
ジョン社の特別な許可がない限り、家庭での使用とその他一部の観賞巧の使用に刷限されています。この 
製品を分解したり改造することは禁じられています。 

(11) 本書に記載している Web サイトは、2005年4月現なのものです。 


Microsoft 、 Wmdows 、 Office ロゴ、 Outlook 、 および Windows のロゴは、米国 Microsoft Corporation の米国 
およびその他の国における商標または登録商標です。 

Intel, Intel SpeedStep, および Pentium は、米国およびその他の国における Intel Corporation またはその 
子会社の商標あるいは登録商標です。 

McAfee 、 VimsScan およびマカフィーは米国法人 McAfee, Inc. またはその関係会社の登録商標です。 

Adobe 、 Acrobat および Acrobat ロゴは Adobe Systems Incorporated ( アドビシステムズ社）の商標です。 
LANDeskti^LANDesk Software, Ltd . またはその子会社の米国およびその他の国における登録商標または 
商標です。 

Sonic RecordNow しおよび Sonic DLA は 、 Sonic Solution の登録商標です。 

InterVideoJnterVideo ロゴ、 WinDVD は InterVideo, Inc. の商標または登録商標です。 

CoDyright 2005 InterVideoJncorporated. All rights reserved. 

StandbyDisk'StandbyDisk Solo 、 および StandbyDisk Solo RB は、 StandbySo 鬥 LLC / ( 株）ネットジャパ 
ンの商標です。 

SymantecsSymantec ロゴは 、 Symantec Corporation の登録商標であり、各製品名は Symantec じ〇卜 
poration の登録商標または商標です。 

©2005 Symantec Corporation, All right Reserved. 

Super AG は、米国 Atheros Communications, Inc. の商標です。 

Atheros XR はホ国 Atheros Communications, Inc. の商標です。 

InfoCage は日本電気株式会社の登録商標です。 

その他、本マニュアルに記載されている会杜名、商品名は各社の商標、または登録商標です。 


巧版 2005 年 5 月 

©NEC Corporation,NEC Personal Products, Ltd. 2005 

日本電気株式会社、 NEC パーソナルプロダクツ株式会社の許可なく複製、改変などを行うことはできません。 
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